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近
世
諸
藩
の
能
楽
史
研
究
は
、
室
町
期
に
大
成
し
た
能
が
い
か
な
る
変
遷

を
経
て
現
在
に
至
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。
し
か
し

諸
藩
の
詳
細
な
能
楽
史
研
究
の
事
例
は
現
在
の
と
こ
ろ
十
指
に
満
た
ず
、
研

究
に
使
用
さ
れ
る
記
録
類
の
多
く
が
、
能
楽
重
用
の
風
潮
が
強
か
っ
た
天
和

か
ら
宝
永
に
い
た
る
徳
川
綱
吉
時
代
を
古
例
と
し
、
享
保
以
後
の
記
録
が
き

わ
め
て
多
い
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
紹
介
す
る
南
部
藩
の
江
戸
日
記
『
御
在

府
留
』
は
、
先
行
研
究
の
千
葉
常
樹
氏
『
南
部
藩
能
楽
史
』
に
言
及
の
な
い

寛
文
年
間
の
記
事
が
詳
細
で
、
近
世
前
期
に
お
け
る
幕
府
周
辺
の
能
の
様
子

を
伝
え
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る１
。
さ
ら
に
能
役
者
を
御
歩
行
組
の
藩
士
と
し

て
雇
用
す
る
「
地
謡
の
歩
行
」
制
度
や
、
復
曲
後
最
も
早
い
〈
弱
法
師
〉
の

上
演
記
録
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
他
藩
に
は
な
い
特
色
あ
る
事
例
に
富
む
。
以

下
本
稿
で
は
、
寛
文
か
ら
元
禄
年
間
ま
で
の
南
部
藩
関
連
資
料
を
紹
介
し
、

南
部
藩
に
お
け
る
能
楽
受
容
史
の
再
検
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
な
お
江
戸
後

期
の
分
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
御
在
府
留
』
に
み
る
南
部
藩
能
楽
受
容
史

─
─
宝
暦
か
ら
幕
末
ま
で
─
─
」（『
能
と
狂
言
』
平
21
・
４
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

一　
『
御
在
府
留
』
に
つ
い
て

　

盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵
の
『
御
在
府
留
』
は
、
表
紙
中
央
に
「
御
在
府

留
」
な
ど
と
打
ち
付
け
書
き
の
あ
る
、
各
冊
縦
二
八
・
八
糎
×
横
二
〇
・
〇

糎
前
後
の
楮
紙
袋
綴
本
で
あ
る
。
南
部
藩
主
在
府
中
に
限
っ
て
江
戸
留
守
居

所
で
書
か
れ
た
公
的
な
日
記
で
あ
り
、
以
下
の
百
二
十
七
冊
が
現
存
し
て
い

る
。

寛
文
七
、
延
宝
二
‐
三
、
六
‐
七
、
天
和
二
‐
三
、
貞
享
元
‐
二
、
元

禄
三
‐
四
、
一
〇
‐
一
一
、
一
四
‐
一
五
、
正
徳
二
‐
五
、
六
‐
享
保

二
、
三
‐
四
、
七
‐
八
、
延
享
二
‐
五
、
寛
延
二
‐
安
永
一
〇
、
天
明

二
‐
九
、
寛
政
二
‐
五
、
七
‐
一
三
、
享
和
二
‐
三
、
文
化
元
‐
一
一
、

一
四
‐
一
五
、
文
政
三
‐
一
三
、
天
保
二
‐
一
五
、
嘉
永
元
‐
三
、
安

政
二
‐
三
、
文
久
二
、
慶
応
元
。

　

能
楽
関
連
の
記
録
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
分
が
詳
細
で
、
そ
の
後
は

享
保
二
年
ま
で
記
事
が
見
当
ら
ず
、
享
保
以
降
は
五
座
の
役
者
の
御
機
嫌
伺

い
や
饗
応
能
の
記
録
が
散
見
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
最
も
能
が
盛
ん

　

南
部
藩
の
能
楽

─
─ 

寛
文
か
ら
元
禄
ま
で 

─
─

青　

柳　

有
利
子
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だ
っ
た
元
禄
期
の
記
事
が
な
い
の
は
実
情
を
反
映
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

『
御
在
府
留
』
と
は
別
に
能
楽
専
用
の
記
録
類
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ

と
を
想
像
さ
せ
る
。
一
口
に
御
在
府
留
と
言
っ
て
も
、
南
部
藩
の
場
合
は
日

次
記
形
式
の
も
の
と
抜
書
き
形
式
の
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
後
者
に
は
、

将
軍
へ
の
献
上
目
録
や
老
中
か
ら
の
廻
状
な
ど
、
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る

記
事
が
日
次
記
か
ら
抜
粋
・
清
書
さ
れ
て
い
る
。
能
関
連
で
は
、
江
戸
城
で

の
御
能
拝
見
を
知
ら
せ
る
廻
状
、
藩
邸
で
の
大
名
饗
応
能
が
時
々
記
録
さ
れ

る
程
度
で
、
謡
初
や
役
者
の
御
機
嫌
伺
い
・
稽
古
能
な
ど
、
末
節
の
事
は
記

録
さ
れ
て
い
な
い
。
年
に
よ
っ
て
日
次
記
と
清
書
分
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い

は
両
方
が
残
っ
て
い
る
が
、
延
宝
・
天
和
・
貞
享
・
元
禄
・
正
徳
年
間
は
抜

書
き
形
式
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
元
禄
期
の
動
向
は

『
御
在
府
留
』
で
は
窺
い
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
寛
文
七
年
の
記
録
に
他

の
資
料
を
補
う
こ
と
で
元
禄
期
の
様
子
も
あ
る
程
度
は
想
像
可
能
で
あ
る
。

以
下
、
役
者
や
能
番
組
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。

二　

宝
生
九
郎
重
友

　

多
く
の
大
名
家
が
綱
吉
将
軍
就
任
以
後
の
貞
享
年
間
よ
り
能
楽
愛
好
の
風

潮
を
は
っ
き
り
と
強
め
る
の
に
対
し
、『
御
在
府
留
』
を
紐
解
く
と
、
南
部

藩
で
は
藩
主
南
部
重
信
が
寛
文
七
年
の
時
点
で
す
で
に
能
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
贔
屓
さ
れ
た
の
が
、
名
人
の
誉
れ
高
い
宝
生
将
監

重
友
で
あ
る
。
重
友
は
八
代
目
の
宝
生
大
夫
で
、
元
和
五
年
に
生
ま
れ
寛
永

十
三
年
四
月
以
降
に
大
夫
を
嗣
ぎ
、
貞
享
二
年
に
没
し
た
。
祖
父
勝
吉
と
父

重
房
は
能
が
下
手
で
あ
っ
た
が
、
喜
多
七
大
夫
の
指
導
を
受
け
、
宝
生
流
中

興
の
祖
と
も
言
え
る
熟
練
し
た
役
者
に
な
っ
た
と
い
う２
。
南
部
藩
で
は
、
藩

主
が
三
世
重
直
か
ら
四
世
重
信
へ
交
代
し
た
寛
文
五
年
以
降
に
演
能
記
事
が

急
増
す
る
か
ら
、
南
部
宝
生
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
も
宝
生
九
郎
重
友
の
代

以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
は
徳
川
綱
吉
に
合
わ
せ
て
貞
享
三
年
に
金
春
流

か
ら
宝
生
流
へ
と
転
じ
た
加
賀
藩
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
は

そ
れ
よ
り
も
早
く
か
ら
宝
生
流
を
贔
屓
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
管
見
で

は
、
南
部
藩
に
お
け
る
宝
生
大
夫
関
連
記
事
の
初
出
は
、『
御
在
府
留
』
寛

文
七
年
五
月
二
十
七
日
条
で
あ
る
。

一
、
保
生
大
夫
参
能
仕
候
。
朝
七
つ
に
何
も
参
、
三
度
御
料
理
被
下
。

能
組　

呉
服
長
二
郎
新
丞
小
甚
四
郎
笛
七
郎
兵
衛

大
彦
兵
衛　

彦
五
郎　

頼
政
権
三
郎
六
郎
二
郎
弟
子

孫
兵
衛

孫
三
郎
太
郎
左
衛
門　

松
風
保
生
九
郎
六
郎
二
郎
源
右
衛
門

清
二
郎
八
郎
左
衛
門

道
成
寺
保
生

九
郎
権
七
源　

六

清
二
郎
伝
右
衛
門
宗
右
衛
門　

八
郎
左
衛
門

芦
苅
十
三
郎
平
兵
衛
甚
四
郎

孫
三
郎
太
郎
左
衛
門

柏
崎

保
生
九
郎　

六
郎
二
郎
源
六　
兵
三
郎
彦
五
郎

殺
生
石
十
三
郎　

新
丞
源
三
郎

彦
兵
衛
太
郎
左
衛
門

海
士

権
三
郎　

権
七
権
左
衛
門
七
郎
兵
衛

兵
三
郎
彦
五
郎

藤
戸
保
生
九
郎　

六
郎
二
郎
甚
四
郎

彦
兵
衛
太
郎
左
衛
門

ち
や

う
り
や
う
ら
し
や
う
も
ん
弐
番
御
所
望　

狂
言
あ
そ
う
伝
右
衛
門

入

間
川
長
大
夫

茶
壷
長
左
衛
門

釣
狐
伝
右
衛
門

花
子
長
大
夫

枕
物
狂
伝
右
衛
門

腹
立
す
長
左
衛
門

ふ
あ
く
伝
右
衛
門
弟
子

一
、
御
袋
様
よ
り
信
濃
守
様
御
く
わ
し
被
進
、
御
新
造
様
よ
り
大
殿
様

へ
御
く
わ
し
被
進
。
保
生
へ
杉
重
壱
組
被
遣
。
惣
か
く
や
へ
杉
重
二
組

出
す
。

　

重
友
が
秘
曲
道
成
寺
を
舞
い
、
鷺
伝
右
衛
門
政
俊
が
釣
狐
と
枕
物
狂
、
大

蔵
長
太
夫
武
則
が
花
子
を
演
じ
る
と
い
う
、
見
所
の
多
い
番
組
で
あ
る
。
宝

生
九
郎
重
友
は
49
歳
、
宝
生
長
次
郎
友
春
は
14
歳
で
あ
っ
た３
。
頼
政
と
海
士

を
舞
っ
て
い
る
命
尾
権
三
郎
は
寛
文
三
年
か
ら
貞
享
二
年
に
か
け
て
興
福
寺

薪
猿
楽
に
出
勤
し
て
い
る
役
者
、
服
部
十
三
郎
も
同
じ
く
寛
文
三
年
か
ら
十
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年
に
か
け
て
薪
猿
楽
に
出
勤
し
て
い
る
役
者
で
、
い
ず
れ
も
宝
生
座
の
シ
テ

方
で
あ
る
か
ら
、
宝
生
流
の
み
の
催
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る４
。
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
催
し
の
目
的
は
南
部
行
信
の
叙
任
祝
儀
で
あ
る
ら
し
い
。
信

濃
守
と
あ
る
の
が
重
信
の
息
子
行
信
で
、
前
年
の
寛
文
六
年
十
二
月
二
十
八

日
に
従
五
位
下
信
濃
守
と
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
藩
主
父
子
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夫
人
が
菓
子
の
進
上
を
し
て
い
る
の
は
、
祝
儀
の
た
め
で
あ
ろ

う
。
一
日
が
か
り
の
演
能
で
、
役
者
た
ち
は
午
前
四
時
頃
に
参
上
し
、
料
理

が
三
度
下
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
禄
物
は
、
六
月
十
二
日
に
以
下
の
面
々
へ
下

行
さ
れ
た
（
順
序
は
原
本
の
通
り
）。

宝
生
九
郎
・
同
長
次
郎
・
権
三
郎
・
十
三
郎
・
七
之
助
・
子
方
・
物
着

三
人
・
作
物
師
一
人
・
後
見
二
人
・
地
謡
十
五
人
・
六
郎
次
郎
・
松
井

平
兵
衛
・
ツ（

マ

マ

）

レ
ワ
キ
多
左
衛
門
・
同
庄
左
衛
門
・
権
七
・
新
丞
・
九

郎
右
衛
門
・
日
吉
平
兵
衛
・
大
鼓
権
左
衛
門
・
同
甚
四
郎
・
小
鼓

孫
四
郎
・
大
鼓
孫
兵
衛
・
同
源
三
郎
・
後
見
二
人
・
小
鼓
清
二
郎
・

同
彦
兵
衛
・
後
見
清
兵
衛
・
笛
八
郎
右
衛
門
・
同
彦
五
郎
・
同

太
郎
左
衛
門
・
太
鼓
惣
右
衛
門
・
後
見
作
右
衛
門
・
源
六
・
源
右
衛

門
・
伝
右
衛
門
・
弟
子
四
人
・
長
大
夫
・
長
左
衛
門
・
弟
子
四
人
・
兵

三
郎
。

　

宝
生
九
郎
へ
の
謝
礼
が
「
帷
子
三
つ
・
内
単
物
一
、
銀
子
拾
枚
、
霜
肴
一
、

御
樽
壱
荷
」
と
多
い
の
は
、
こ
の
日
の
催
し
の
主
演
者
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
興
行
全
体
を
差
配
し
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
七
之
助
は
名
字
不
明
で
、
他

資
料
に
記
録
を
見
な
い
が
、
お
そ
ら
く
宝
生
座
の
シ
テ
方
で
あ
ろ
う
。
ワ
キ

の
春
藤
六
郎
次
郎
は
、
春
藤
流
三
世
・
六
右
衛
門
の
次
男
で
金
春
座
の
所
属
、

松
井
平
兵
衛
は
大
倉
三
忠
氏
蔵
『
四
座
先
祖
書
』
に
六
郎
次
郎
の
弟
子
・
紀

州
様
扶
持
人
と
あ
る
。
多
左
衛
門
と
庄
左
衛
門
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い

が
、
六
郎
次
郎
の
弟
子
だ
ろ
う
か
。『
明
暦
三
年
能
役
者
付
』
に
よ
る
と
、

春
藤
六
右
衛
門
脇
ツ
レ
と
し
て
金
春
座
に
梶
木
庄
右
衛
門
な
る
人
物
が
い

る
。
春
藤
権
七
は
六
郎
次
郎
の
弟
で
宝
生
座
ワ
キ
方
、
後
の
下
掛
リ
宝
生
流

の
祖
で
あ
る
。
養
子
新
之
丞
と
と
も
に
二
番
ず
つ
ワ
キ
を
勤
め
た
。
日
吉
平

兵
衛
も
宝
生
座
の
ワ
キ
方
、
九
郎
右
衛
門
は
不
明
だ
が
、
同
じ
く
宝
生
座
の

役
者
と
思
わ
れ
る
。
大
鼓
の
権
左
衛
門
は
、
慶
安
二
年
か
ら
貞
享
二
年
に
か

け
て
興
福
寺
薪
猿
楽
に
出
演
し
て
い
る
高
樋
権
左
衛
門
か
、
寛
文
十
年
の
薪

猿
楽
で
一
番
を
務
め
た
大
蔵
権
左
衛
門
と
推
測
さ
れ
る
。
甚
四
郎
も
姓
不
明

な
が
ら
、
同
名
の
大
鼓
役
者
が
寛
文
七
年
の
薪
猿
楽
に
参
加
し
て
い
る
。
孫

四
郎
は
春
日
孫
四
郎
、
孫
兵
衛
は
春
日
孫
兵
衛
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
名
字
が

特
定
で
き
る
者
を
列
挙
す
る
と
、幸
清
次
郎
・
大
倉
彦
兵
衛
・
桜
井
清
兵
衛
・

中
村
八
郎
右
衛
門
・
大
木
太
郎
左
衛
門
・
金
春
惣
右
衛
門
・
大
倉
源
六
・
大

倉
源
右
衛
門
で
あ
る
。
狂
言
は
観
世
座
の
鷺
傳
右
衛
門
、
金
春
座
の
大
蔵
長

太
夫
と
大
蔵
長
左
衛
門
で
あ
る
。
最
後
に
挙
が
っ
て
い
る
兵
三
郎
は
、
四
章

で
紹
介
す
る
将
軍
家
の
御
部
屋
役
者
・
中
桐
兵
三
郎
と
考
え
ら
れ
る
。
出
勤

者
は
総
勢
六
十
四
名
、
遣
わ
し
た
銀
子
は
百
七
十
一
枚
、
帷
子
三
十
二
枚
に

上
っ
た
。
当
時
石
高
八
万
石
の
小
藩
に
似
合
わ
ぬ
大
掛
か
り
な
催
し
で
、
嫡

子
行
信
の
叙
任
祝
儀
能
か
と
推
測
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

宝
生
大
夫
と
南
部
家
の
つ
な
が
り
を
示
す
記
事
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

寛
文
七
年
八
月
十
日
に
は
「
保
生
大
夫
、
御
中
間
借
申
度
由
申
上
。
遣
ス
」

「
保
生
大
夫
所
ヘ
太
田
備
中
殿
御
出
ニ
付
而
、
海
老
一
折
、
鱸
一
折
、
黄
精

酒
も
遣
之
」
と
あ
っ
て
、
宝
生
九
郎
に
中
間
を
派
遣
し
、
若
年
寄
太
田
資
宗

の
饗
応
に
見
舞
い
を
遣
わ
し
て
い
る
。
八
月
十
五
日
に
は
理
由
不
明
な
が
ら
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「
保
生
九
郎
銀
子
五
枚
、
同
長
二
郎
方
へ
同
三
枚
、
権
三
郎
・
十
三
郎
方
へ

銀
弐
枚
宛
被
遣
」
と
あ
り
、
十
月
一
日
に
は
「
保
生
大
夫
、
同
長
二
郎
、
権

三
郎
、
十
三
郎
、
御
ふ
る
舞
」
を
し
て
い
る
。
一
週
間
後
の
十
月
八
日
に
は

「
保
生
大
夫
所
ヘ
御
振
舞
ニ
て
御
出
。
御
馳
走
ニ
能
仕
ル
。
御
供
中
野
吉
兵

衛
、
奥
瀬
伊
左
衛
門
参
ル
。
御
膳
七
つ
時
分
出
ル
。
御
相
伴
右
之
両
人
仕
ル
。

惣
御
供
能
見
物
、
菓
子
酒
振
廻
。
御
小
姓
新
介
・
半
弥
・
六
十
郎
・
忠
五
郎

御
供
」「
保
生
大
夫
所
ヘ
御
持
参
、
銀
子
拾
枚
、
鶴
壱
羽
、
御
小
袖
三
、
長

次
郎
ニ
銀
子
拾
枚
、
被
下
之
」
と
あ
り
、
南
部
重
信
が
宝
生
九
郎
の
屋
敷
へ

出
掛
け
、
能
を
見
物
し
て
い
る
。
番
組
は
分
か
ら
な
い
が
、
午
後
四
時
こ
ろ

に
は
膳
が
出
さ
れ
、
菓
子
と
酒
も
振
舞
わ
れ
た
。
お
供
の
山
屋
半
弥
・
佐
藤

六
十
郎
・
鈴
木
忠
五
郎
は
、
後
に
し
ば
し
ば
能
を
舞
う
人
物
で
あ
る
。
特
に

六
十
郎
と
忠
五
郎
は
藩
主
お
気
に
入
り
の
小
姓
で
、
藤
枝
宮
内
・
谷
河
左
内

と
改
名
し
た
後
も
多
く
の
舞
台
を
踏
ん
だ
。
供
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
宝
生

大
夫
の
能
を
間
近
で
見
習
わ
せ
る
意
図
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

十
月
十
九
日
に
は
「
保
生
大
夫
所
へ
客
来
御
座
候
由
ニ
て
、
鱸
一
折
二
、
鮑

一
折
十
、
伊
左
衛
門
切
紙
相
添
遣
す
」
と
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
大
名
の
屋
敷
に
参
上
し
た
り
、
逆
に
自
分
の
屋
敷
に

招
い
た
り
と
、
大
名
の
間
で
の
宝
生
九
郎
の
人
気
は
当
時
す
で
に
高
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
度
に
南
部
藩
か
ら
肴
や
銀
子

が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
相
当
羽
振
り
が
良
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
の

生
活
を
伝
え
る
資
料
に
、
津
軽
藩
か
ら
紀
州
藩
役
者
に
転
じ
た
徳
田
藤
左
衛

門
隣
忠
が
著
し
た
『
隣
忠
見
聞
集５
』
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
生
九
郎

重
友
は
「
心
尋
常
の
者
に
あ
ら
ず
、
大
名
風
の
者
」
と
さ
れ
、
夜
帰
宅
し
た

と
き
に
玄
関
か
ら
居
間
ま
で
燭
台
に
蝋
燭
が
灯
っ
て
い
な
い
と
不
機
嫌
で
、

夜
食
事
を
す
る
と
き
も
蝋
燭
を
使
い
、
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
を
自
宅
へ
呼
び
寄

せ
、
質
に
入
れ
た
装
束
を
あ
る
大
名
に
三
百
両
で
買
い
戻
さ
せ
る
な
ど
、
借

財
も
構
わ
ず
贅
沢
の
限
り
を
尽
く
し
た
が
、「
能
は
上
手
故
世
に
用
ひ
ら
れ
」

た
と
い
う
。『
隣
忠
見
聞
集
』
が
書
か
れ
た
の
は
重
友
の
死
か
ら
六
十
九
年

経
っ
た
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
で
、
多
少
の
誇
張
は
含
ま
れ
て
い
る
に
違

い
な
い
が
、
右
に
紹
介
し
た
よ
う
な
大
名
家
と
の
関
係
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

贅
沢
な
生
活
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三　

天
和
三
年
南
部
重
信
昇
進
祝
儀
能

　

南
部
藩
の
宝
生
贔
屓
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
幕
末
ま
で
続
い
た
。

四
代
藩
主
南
部
重
信
と
息
子
の
南
部
行
信
時
代
は
南
部
藩
能
楽
史
上
も
っ
と

も
能
楽
が
栄
え
た
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
盛
栄
ぶ
り
を
伝
え
る
新
出
の
資
料

に
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
『
南
部
興
補
録
』
が
あ
る
。
同
書
は
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
南
部
重
信
が
八
万
石
か
ら
十
万
石
に
加
増
さ
れ
、
従
五
位
下

か
ら
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
際
の
老
中
饗
応
能
の
記
録
で
、
重
信
の
次
男
南

部
政
信
の
命
で
藩
士
村
奚
疑
（
下
村
由
章
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

紙
の
題
簽
に
は
「
南
部
興
補
録　

完
」
と
あ
り
、
本
文
第
一
丁
表
右
上
に
「
南

部
家
／
図
書
」
の
方
形
陽
刻
朱
印
が
あ
る
。
装
訂
は
袋
綴
、
縦
二
七
・
〇
糎
、

横
一
九
・
五
糎
、
墨
付
四
一
丁
、
本
文
は
漢
字
ま
じ
り
の
片
仮
名
書
、
片
面

十
二
行
前
後
に
楷
書
で
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
書
写
年
代
は
明
治
初
頭

と
さ
れ
（
盛
岡
市
中
央
公
民
館
学
芸
員
・
似
内
啓
邦
氏
の
示
教
）、
序
文
注
記
の
中

に
「
此
書
奚
疑
ノ
自
筆
下
書
ヲ
以
写
ス
」
と
あ
る
。

　

同
書
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
加
増
さ
れ
た
三
日
後
の
五
月
十
日
に
桜
田
の
上

屋
敷
で
一
門
の
者
お
よ
び
家
臣
か
ら
祝
儀
の
献
上
物
が
あ
り
、
続
い
て
谷
川
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左
内
が
難
波
、
行
信
の
次
男
実
信
が
田
村
、
南
部
行
信
が
東
北
、
重
信
の
四

男
通
信
が
鍾
馗
、
重
信
の
次
男
政
信
が
雲
林
院
、
盛
政
（
続
柄
不
明
）
が
是
界
、

藤
枝
宮
内
が
祝
言
能
の
養
老
を
舞
っ
た
。
谷
河
左
内
と
藤
枝
宮
内
は
石
高
千

石
の
寵
臣
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
舞
台
経
験
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
十
九
日
に

は
大
老
堀
田
正
俊
と
老
中
阿
部
正
武
、
二
十
一
日
に
は
老
中
大
久
保
忠
朝

に
、
そ
れ
ぞ
れ
招
請
の
伺
い
を
立
て
、
各
人
か
ら
了
承
を
得
、
翌
二
十
二
日

に
は
「
朝
ヨ
リ
舞
台
ヨ
リ
座
敷
廻
リ
悉
ク
令
嗣
君
裁
許
シ
給
ヒ
テ
、
諸
役
人

ヨ
リ
賎
夫
ノ
役
者
迄
力
ヲ
竭
シ
経
営
ヲ
勤
」
め
る
こ
と
と
な
り
、「
保
生
九

郎
及
ヒ
小
鼓
中
桐
新
右
衛
門
等
、
桜
田
ノ
舘
ニ
参
上
、
則
申
楽
ノ
御
相
談
」

が
あ
っ
た
。
二
十
三
日
に
も
「
保
生
将
監
・
同
九
郎
及
ヒ
中
桐
等
参
上
。
コ
ヽ

ニ
於
テ
能
組
相
定
テ
則
役
者
中
ヘ
相
触
ヘ
シ
」
と
あ
る
。「
申
楽
ノ
御
相
談
」

と
は
番
組
や
配
役
を
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、「
役
者
中
ヘ
相
触
ヘ
シ
」
と
は
、

宝
生
父
子
と
中
桐
新
右
衛
門
が
連
絡
役
と
な
っ
て
他
の
役
者
に
出
演
依
頼
を

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
役
者
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
二
十
八
日
に
は

「
舞
台
廻
リ
新
座
敷
所
々
ニ
至
ル
迄
、
今
夜
ニ
入
造
営
悉
ク
成
就
」
し
、
遂

に
当
日
を
迎
え
た
。

　

第
一
日
目
の
五
月
二
十
九
日
に
は
大
老
堀
田
正
俊
と
老
中
阿
部
正
武
が
来

臨
し
、
御
相
伴
と
し
て
秋（
若
年
寄
）元喬
知
・
大（
側
衆
）久
保
忠
高
・
内（
幕
府
留
守
居
）

藤
正
方
・
高（
大
目
付
）木守
勝
・

秋（
大
目
付
）山正
俊
・
設（
大
阪
町
奉
行
）

楽
貞
政
・
佐（
禁
裏
付
）野盛
綱
・
神（
禁
裏
付
）尾守
政
・
宮（
長
崎
奉
行
）
城
和
充
・
佐（
同
朋
頭
）野福
阿

弥
・
桜（
茶
道
頭
）井宗
恩
等
も
招
か
れ
て
老
中
饗
応
能
が
行
な
わ
れ
た
。
老
中
大
久
保

忠
朝
は
御
用
番
、
同
戸
田
忠
昌
は
病
気
に
よ
り
欠
席
し
て
い
る
。
二
日
目
の

閏
五
月
二
日
は
、
宇
都
宮
藩
主
本
多
忠
平
と
そ
の
一
門
で
あ
る
本
多
忠
晴
・

本
多
忠
周
・
本
田
一
学
、
平
戸
藩
主
松
浦
棟
と
弟
の
松
浦
昌
、
池（
鹿
奴
藩
主
）
田
仲
澄
と

一
門
の
九（
三
田
藩
主
）
鬼
隆
律
・
池（
岡
山
新
田
藩
主
）

田
輝
録
・
同（
寄
合
・
輝
録
七
男
）

政
済
、
松（
不
明
）平
久
米
助
、
青（
尼
崎
藩
主
）
山
幸
督
（
室

は
南
部
行
信
の
娘
）・
同（
小
姓
組
番
頭
）

幸
正
・
同（
書
院
番
）幸
遐
・
同（
寄
合
）秘
成
・
同（
大
番
組
頭
）
義
虎
、
小（
出
石
藩
主
）
出
英
益
・

横（
下
館
御
城
番
）

山
知
清
・
同（
知
清
息
）元
知
・
船（
中
奥
番
士
）
越
景
通
・
筧（
盗
賊
追
捕
）
正
真
・
布（
御
先
弓
頭
）
施
重
成
・
伊（
代
官
）奈
忠
易
・

同（
忠
易
息
）忠知
、
医
師
の
平
賀
玄
純
・
平
賀
玄
好
・
吉
田
一
庵
・
村
田
忠
庵
、
初
日

に
出
席
で
き
な
か
っ
た
杉（
幕
府
留
守
居
）

浦
正
綱
、
南（
八
戸
藩
主
）
部
直
政
（
室
は
南
部
行
信
の
娘
）・

有（
松
崎
藩
主
）
馬
豊
祐
ら
懇
友
や
親
戚
を
招
い
て
の
同
輩
饗
応
能
、
翌
三
日
目
は
簾
中
や

女
中
、
諸
家
の
留
守
居
役
を
招
い
て
の
祝
儀
能
で
あ
る
。
番
組
は
左
の
通
り

で
あ
っ
た
（
誤
写
・
脱
字
と
も
す
べ
て
原
本
の
通
り
）。

〔
天
和
三
年
五
月
二
十
九
日
〕
翁
宝
生
九
郎　

千
歳
馬
場
六
兵
衛

今
大
蔵
ト
号　

三
番
三
大

蔵
弥
太
郎　

老
松
宝
生
九
郎
脇
春
藤
新
丞
巨
鼓　

高
安
三
太
郎

小
鼓　

幸　
　

清
六　
太　

観
世
左
吉

笛　

森
田
庄
兵
衛　

屋
嶋
喜

多
七
太
夫
脇
高
安
彦
太
郎
巨
鼓
葛
野
九
郎
次
郎

小
鼓
中
桐
新
右
衛
門
笛
田
中
庄
五
郎　

井
筒
宝
生
将
監
脇

斉（
マ
マ
　
春
藤
）

藤
権
七
巨　

葛
野
一
郎
兵
衛

小　

并（
マ
マ
）清
次
郎
笛
中
村
八
郎
右
エ
門　

梅
枝
（
南
部
行
信
）
脇
小
田
代
又

兵
衛
巨　

鈴
木
惣
右
衛
門

小　

戸
来
勘
兵
衛
笛
多
田
政
右
衛
門　

西
行
櫻
七
太
夫
脇
彦
太
郎
巨　

九
郎
次
郎

小　

清　
　

六　

太　

今
春
総
右
エ
門

笛　

森
田
庄
兵
衛　

祝
言
呉
服
高
井
平
右
衛
門
脇
権
七
巨　

三
太
郎

小　

新
右
衛
門　
太　

左　

吉

笛　

左
五
郎　

狂

言　

末
廣
大
蔵
弥
太
郎
大
蔵
次
郎
太
郎

馬
場
六（
マ
マ
）

〔
天
和
三
年
閏
五
月
二
日
〕
翁
金
剛
太
夫
（
空
白
）
三
番
三
鷺
仁
右
衛
門　

賀
茂
同
上
脇
進
藤
十
郎
右
エ
門　

巨
清
水
助
右
エ
門

小
大
蔵
六
蔵　
太
金
春
彦
九
郎

笛
春
日
市
右
エ
門　

実
盛
金
春
太

夫
脇
山
田
勘
右（
マ
マ
）エ
門
巨
楠
田
六
右
エ
門

小
大
蔵
十
兵
衛　
太
森
孫
右
エ
門

笛
貞
光
安
兵
衛　

宋（
采
）
女
同
上
脇
春
藤
六
郎
次
郎

大
葛
野
市
郎
兵
衛

小
大
蔵
長
右
エ
門
笛

春
日
市
右
エ
門　

邯
鄲
宝
生
九
郎

脇

山
田
勘
左
エ
門

大
金
春
三
郎
右
エ
門

小
大
蔵
十
兵
衛　
太
今
春
彦
九
郎

笛
森
田
庄
兵
衛　

柏
崎
宝
生
将
監

脇

進
藤
十
郎
右
エ
門　

大
葛
野
一
郎
兵
衛

小
大
蔵
長
右
衛
門
笛

貞
光
安
兵
衛　

国
栖
金
春
太
夫

脇

同
上
大
清
水
助
右
衛
門

小
大
蔵
六
蔵　

太
森
孫
右
衛
門

笛
中
村
六
郎
左
エ
門　

鸚
鵡
宝
生
将
監
脇
春
藤
六
郎
次
郎
大
斎
田
七
左
衛
門

小
中
桐
新
右
エ
門
笛
中
村
六
郎
左

衛
門　

蘆
苅
金
剛
太
夫
脇
同
上
大
清
水
助
右
衛
門

小
大
蔵
六
蔵
笛
中
村
市
郎
右
エ
門　

俊
寛
宝
生
将

監
脇
山
田
勘
左
エ
門
大
斎
田
七
左
エ
門

小
中
桐
新
左
エ
門
笛
貞
光
安
兵
衛　

祝
言
宝
生
数
馬
脇
山
田
勘
左

エ
門
大
斎
田
新
七

小
中
桐
木
工
丞　
太
森
孫
右
エ
門

笛
貞
光
安
兵
衛　

狂
言　

ア
サ
ウ
鷺
仁
右
衛
門

胸
ツ
キ
大
蔵
二
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郎
太
郎

コ
ン
ク
ハ
イ
同
上

入
間
川
鷺
山
三
郎

悪
坊
同
上
素
袍
落
大
蔵
二
郎
太

郎　

右
ノ
内
宝
生
将
監
ガ
務
ム
ル
処
ノ
三
番
ハ
、
将
監
御
見
廻
ノ
為
参

上
ニ
依
テ
各
御
所
望
ニ
テ
相
加
レ
リ
。
申
ノ
刻
ニ
申
楽
畢
レ
リ
。

〔
天
和
三
年
閏
五
月
三
日
〕
翁
喜
多
七
太
夫　

千
歳
馬
場
弥（
マ
マ
）

兵
衛　

三
番
三
大

蔵
長
太
夫　

白
楽
天
同
上　

ワ
キ
春
藤
権
七
大
高
安
三
太
郎

小
中
桐
新
右
エ
門　
太
多
田
源
介 

笛
森
田
庄
兵
衛　

忠
則
観

世
太
夫
ワ
キ
春
藤
利
左
エ
門
大
高
井
兵
右
エ
門

小
田
中
十
右
エ
門
笛
中
村
六
郎
左
エ
門　

定
家
宝
生
将
監
ワ

キ
春
藤
新
丞
大
森
田
七
左
エ
門

小
幸
　

清
六　

笛
森
田
庄
兵
衛　

立
田
喜
多
七
太
夫
春
藤
利
左
衛
門

大
田
中
十
兵
衛

小
中
桐
新
左
エ
門　
太
上
村
三
郎
左
エ
門

笛
中
村
六
郎
左
エ
門　

三
井
寺
宝
生
将
監
春
藤
新
丞
斎
田
七
左
衛
門

中
桐
新
右
衛
門
清
甚
兵

衛　

天
鼓
観
世
太
夫
春
藤
権
七
斎
田
七
左
エ
門

幸
　

清
六
中
村
六
郎
左
エ
門

横
山
宝
生
将
監
春
藤

利
左
エ
門
斎
田
新
七

中
桐
新
右
エ
門
中
村
六
郎
左
エ
門　

融
喜
多
七
太
夫
春
藤
権
七
高
安
三
太
郎

幸　

清
六　

今
春
彦
九
郎

森
田
庄
兵
衛　

調
伏
曽
我
宝
生
九
郎
春
藤
新
丞
田
中
十
兵
衛 
中
桐
新
右
エ
門　
上
村
三
郎
左
衛
門

清　

甚　

兵　

衛　

橋
弁
慶

喜
多
七
太
夫
牛
君
西
村
市
之
丞　

高
井
兵
右
エ
門

山
田
孫
三
郎
清
甚
兵
衛　

猩
々
乱
宝
生
九
郎
春
藤
権
七

高
安
三
太
郎

幸　

清
六　
今
春
彦
九
郎

森
田
庄
兵
衛　

狂
言　
夷
毘
沙
門
脇
本
佐
左
衛
門　

新
参
大
蔵
長
太
夫　

朝
比
奈
大
蔵
長
大
夫　

花
子
同
上　

禰
宜
山
伏
脇
本
佐
左
衛
門　

宗
論
鷺
山
三
郎

　

後
日
禄
物
を
受
け
取
っ
た
役
者
の
一
覧
に
よ
る
と
、
観
世
座
か
ら
は
観
世

左
門
重
賢
・
春
藤
六
郎
次
郎
・
森
田
庄
兵
衛
・
春
日
市
右
衛
門
・
幸
清
次
郎
・

葛
野
九
郎
次
郎
・
葛
野
市
郎
兵
衛
・
高
井
兵
右
衛
門
・
楠
田
六
右
衛
門
・
観

世
左
吉
・
鷺
仁
右
衛
門
・
鷺
山
三
郎
、
宝
生
座
か
ら
は
宝
生
将
監
重
友
・
宝

生
九
郎
友
春
・
宝
生
数
馬
重
世
・
春
藤
権
七
・
中
村
八
郎
右
衛
門
・
清
甚
兵

衛
・
大
蔵
次
郎
太
郎
、
金
春
座
か
ら
は
金
春
八
郎
元
信
・
春
藤
利
左
衛
門
・

幸
清
六
・
大
蔵
六
蔵
・
大
蔵
十
兵
衛
・
大
蔵
長
右
衛
門
・
金
春
三
郎
右
衛
門
・

金
春
惣
右
衛
門
・
金
春
彦
九
郎
・
大
蔵
長
大
夫
・
大
蔵
弥
太
郎
・
馬
場
（
大

蔵
）
六
兵
衛
・
脇
本
佐
左
衛
門
、
金
剛
座
か
ら
は
金
剛
又
兵
衛
長
頼
・
貞
光

安
兵
衛
・
高
安
彦
太
郎
・
高
安
三
太
郎
、
喜
多
流
か
ら
は
喜
多
七
大
夫
宗
能
、

御
部
屋
役
者
か
ら
は
中
桐
新
右
衛
門
・
高
井
平
右
衛
門
・
森
孫
右
衛
門
・
多

田
源
介
、
そ
の
他
、
大
倉
三
忠
氏
蔵
『
四
座
先
祖
書
』
に
進
藤
久
右
衛
門
（
観

世
座
脇
）
弟
子
と
あ
る
山
田
勘
左
衛
門
、
同
じ
く
大
蔵
源
右
衛
門
弟
子
・
尾

張
大
納
言
様
御
扶
持
人
と
あ
る
清
水
助
右
衛
門
、
大
蔵
源
右
衛
門
弟
子
・
井

伊
掃
部
扶
持
人
と
あ
る
斎
田
七
左
衛
門
が
出
演
し
た
（
貞
享
三
年
以
前
の
井
伊

家
能
役
者
の
例
は
貴
重
）。
田
中
庄
五
郎
・
森
田
庄
五
郎
・
進
藤
十
郎
右
衛
門
・

中
村
六
郎
左
衛
門
・
中
村
市
郎
右
衛
門
・
斎
田
新
七
・
田
中
十
兵
衛
・
田
中

十
右
衛
門
・
上
村
三
郎
左
衛
門
・
山
田
孫
三
郎
・
中
桐
木
工
丞
・
西
村
市
之

丞
も
出
勤
し
て
い
る
が
、
他
の
出
演
記
録
が
管
見
に
入
ら
ず
未
詳
で
あ
る
。

禄
物
は
、
合
計
す
る
と
銀
三
百
九
十
六
枚
と
金
百
二
十
八
歩
に
の
ぼ
っ
た
。

　

同
一
覧
の
末
尾
に
は
、「
右
役
者
ノ
内
、
宝
生
父
子
、
并
、
中
桐
新
右
衛

門
ヘ
賜
ハ
ル
ハ
此
外
ナ
リ
（
一
日
目
）」「
右
役
者
ノ
内
、
宝
生
父
子
、
中
桐

新
右
衛
門
父
子
、
且
又
、
宝
生
数
馬
ハ
外
ナ
リ
（
二
日
目
）」「
右
役
者
ノ
内
、

宝
生
父
子
、
及
、
中
桐
同
脇
鼓
等
、
此
ニ
ア
ケ
ズ
。
彼
等
ハ
年
来
平
生
合
力

金
ヲ
賜
フ
。
然
レ
ト
モ
此
節
ノ
祝
儀
ニ
猶
又
賜
ハ
ル
ナ
リ
（
三
日
目
）」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
宝
生
親
子
と
中
桐
新
右
衛
門
・
木
工
丞
父
子

（
後
述
）
が
平
生
よ
り
合
力
金
を
下
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
幕

府
お
抱
え
の
役
者
に
大
名
が
合
力
金
を
与
え
る
こ
と
は
他
藩
で
も
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
合
力
役
者
は
藩
邸
へ
頻
繁
に
参
上
し
、
能
に
出

演
し
た
り
役
者
や
道
具
の
手
配
等
を
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
南
部
行
信
が
梅

枝
を
舞
っ
た
と
き
に
後
見
を
勤
め
た
宝
生
将
監
重
友
は
、「
宝
生
大
夫
父
子

ハ
其
能
ノ
中
御
後
見
ノ
為
ニ
舞
殿
ニ
伺
候
ス
。
就
中
将
監
ハ
嘗
テ
令
嗣
君
乱

舞
ノ
御
師
タ
レ
ハ
、
翌
日
近
臣
迄
書
ヲ
呈
シ
テ
云
ク
昨
日
ノ
御
能
比
類
ナ
ク

出
来
第
一
、
御
能
大
ヒ
ニ
前
程
シ
玉
ヘ
リ
。
熟
々
拝
見
セ
シ
ニ
モ
、
ハ
ヤ
何
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レ
ノ
能
ヲ
成
ル（
マ
マ
）ト
モ
出
来
仕
ル
ヘ
シ
。
憚
ア
レ
ト
モ
私
ノ
悦
筆
語
ニ
述
難
シ

ト
云
々
」
と
あ
り
、
嘗
て
南
部
行
信
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な

お
こ
れ
は
後
見
の
例
と
し
て
も
比
較
的
古
例
に
属
す
る
。

　

天
和
か
ら
宝
永
に
か
け
て
は
宝
生
大
夫
贔
屓
の
徳
川
綱
吉
に
追
従
す
る
形

で
諸
侯
が
一
斉
に
能
を
後
援
し
始
め
、
か
ね
て
宝
生
贔
屓
で
あ
っ
た
南
部
藩

も
一
層
の
愛
顧
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、『
御
在
府
留
』

で
は
能
の
記
録
が
な
い
空
白
期
間
と
な
っ
て
い
る
。『
南
部
興
補
録
』
の
内

容
は
そ
の
欠
を
補
う
も
の
で
、
天
和
年
間
前
後
の
同
藩
の
能
楽
愛
好
の
実
態

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

将
軍
家
御
部
屋
役
者
、
中
桐
兵
三
郎
・
新
右
衛
門

　

さ
て
、
右
の
祝
儀
能
で
宝
生
重
友
と
と
も
に
打
ち
合
わ
せ
に
参
上
し
た
合

力
役
者
に
、
中
桐
新
右
衛
門
な
る
者
が
い
る
が
、
彼
は
『
御
在
府
留
』
寛
文

七
年
の
冊
に
み
え
る
中
桐
兵
三
郎
と
同
一
人
物
か
と
推
測
さ
れ
る
。
小
鼓
役

者
中
桐
兵
三
郎
は
、
将
軍
家
の
御
部
屋
役
者
と
考
え
ら
れ
、
南
部
藩
と
幕
府

お
抱
え
役
者
の
仲
立
ち
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割
を
果
た
し
た
人

物
で
あ
る
。
御
部
屋
役
者
と
は
、
奥
能
や
御
慰
能
な
ど
、
将
軍
主
導
の
催
し

に
出
仕
さ
せ
る
目
的
で
抱
え
ら
れ
た
、
五
座
に
属
さ
な
い
士
分
の
将
軍
専
属

能
役
者
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
い
つ
確
立
さ
れ
た
の
か
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
が
、
徳
川
家
綱
の
時
代
に
は
「
御
部
屋
役
者
」
の
名
称
が
既
に
あ
っ
た
こ

と
が
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
の
武
鑑
『
江
戸
鑑６
』
に
よ
っ
て
確
認
で

き
る
。
名
称
は
な
く
と
も
御
部
屋
役
者
的
な
身
分
の
者
は
そ
れ
以
前
か
ら
い

た
よ
う
で
、
表
章
氏
が
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
に
お
い
て
「
以
前
に
四

座
の
役
者
だ
っ
た
形
跡
の
な
い
高
井
兵
三
郎
が
、
酒
井
雅
楽
頭
に
贔
屓
さ
れ

て
御
部
屋
役
者
的
な
地
位
を
得
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
」（
591
頁
）
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
高
井
兵
三
郎
（
明
暦
・
万
治
か
ら
寛
文
に
か
け
て
活
動
し
た
小

鼓
役
者
）
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
。
ま
た
後
世
の
資
料
で
は
、
享
保
六
年
の

「
清
水
助
九
郎
書
上
」（
観
世
文
庫
蔵
・
大
鼓
方
）
に
「
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）

大（

家

光

）

猷
院
様
御
代
、
厳（

家

綱

）

有
院
様
御
部
屋
役
者
罷
成
候
者
、
牧
野
内
匠
頭
申
上
候

而
被
召
出
、
御
部
屋
役
者
ニ
被
為
仰
付
候
」
と
い
う
記
事
も
あ
る
（
正
保
元

年
当
時
家
綱
は
未
だ
四
歳
で
あ
っ
て
、
能
を
見
る
に
は
幼
す
ぎ
る
。
遊
び
相
手
と
し
て

召
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
）。
同
年
の
「
高
井
兵
右
衛
門
書
上
」
に
よ
る
と
、

こ
の
前
年
に
は
大
鼓
方
高
井
兵
右
衛
門
も
七
歳
で
御
部
屋
役
者
に
召
し
出
さ

れ
て
い
る
。
断
言
は
で
き
な
い
が
、
御
部
屋
役
者
の
成
立
は
正
保
元
年
前
後

と
考
え
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

　

中
桐
兵
三
郎
を
そ
の
御
部
屋
役
者
の
一
人
と
考
え
る
理
由
は
、
寛
文
八
年

以
降
、
名
字
不
明
の
小
鼓
役
者
「
兵
三
郎
」
が
江
戸
城
内
で
の
公
家
衆
饗
応

能
や
西
之
丸
御
慰
能
に
頻
繁
に
出
仕
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
（『
柳
営
日
次

記
』）。
当
時
の
五
座
に
兵
三
郎
を
名
乗
る
小
鼓
役
者
は
い
な
い
か
ら
、
御
部

屋
役
者
的
な
立
場
の
人
物
が
出
演
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
前
述

の
高
井
兵
三
郎
も
同
名
で
は
あ
る
が
、
中
桐
兵
三
郎
と
同
姓
の
中
桐
新
右
衛

門
の
名
前
が
、
寛
文
十
三
年
の
武
鑑
『
江
戸
鑑
』
に
御
部
屋
役
者
小
鼓
方
と

し
て
見
え
、
元
禄
四
年
ま
で
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で７
、
新
右
衛
門
は

兵
三
郎
の
改
名
後
の
名
前
で
、
両
者
は
同
一
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
南

部
興
補
録
』
に
演
能
の
打
ち
合
わ
せ
や
合
力
金
の
記
述
が
あ
る
の
も
、
以
下

に
紹
介
す
る
兵
三
郎
の
働
き
と
類
似
し
て
い
る
。

　

同
人
の
具
体
的
な
出
勤
例
を
寛
文
七
年
の
『
御
在
府
留
』
か
ら
挙
げ
て
み

よ
う
。
閏
二
月
十
六
日
に
は
毛
利
綱
元
の
饗
応
が
あ
り
、
小
姓
の
鈴
木
忠
五
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郎
と
佐
藤
六
十
郎
が
囃
子
六
番
を
舞
っ
た
（
番
組
な
し
）。
こ
の
時
勝
手
役
と

し
て
中
桐
兵
三
郎
が
参
上
し
て
い
る
。
長
府
藩
主
毛
利
綱
元
は
南
部
行
信
の

義
兄
（
正
室
熊
姫
の
兄
）
で
、
勧
進
能
見
物
桟
敷
に
同
席
し
た
り
、
南
部
藩
邸

で
し
ば
し
ば
能
を
見
物
す
る
な
ど
、
南
部
家
と
親
し
い
大
名
で
あ
る
。
五
月

二
十
七
日
に
は
前
述
の
南
部
行
信
昇
進
祝
儀
能
に
出
演
し
て
柏
崎
と
海
士
を

打
っ
た
。
八
月
二
日
に
は
北
条
氏
利
と
船
越
永
景
、
八
月
二
十
九
日
に
は
稲

葉
正
往
・
稲
葉
正
倚
・
稲
葉
正
辰
・
毛（
不
明
）

利
備
後
・
毛
利
綱
元
・
毛
利
元
知
・

喜
多
見
重
恒
・
荒
木
元
政
・
船
越
永
景
の
幕
臣
・
諸
侯
饗
応
に
勝
手
役
と
し

て
参
上
し
て
い
る
。
後
者
は
宝
生
九
郎
・
宝
生
長
次
郎
等
も
出
席
し
て
い
る

か
ら
、
何
ら
か
の
催
し
が
あ
っ
た
ろ
う
。
北
条
氏
利
は
幕
府
の
留
守
居
役
、

船
越
永
景
は
幕
府
の
作
事
奉
行
で
、
古
田
織
部
や
小
堀
遠
州
に
師
事
し
た
茶

人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
（『
重
修
諸
家
譜
』）。
父
船
越
景
直
が
豊
臣
秀
吉
の
勘

気
を
受
け
て
南
部
信
直
（
盛
岡
藩
初
代
藩
主
）
に
預
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
縁
で
盛
岡
藩
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
老
中
稲
葉
正

則
の
長
男
・
稲
葉
丹
後
守
正
往
は
小
田
原
藩
主
等
を
経
て
後
に
老
中
と
な
る

人
物
、
稲
葉
正
倚
と
正
辰
は
そ
の
弟
、
毛
利
備
後
・
毛
利
綱
元
・
毛
利
元
知

は
前
述
の
長
府
藩
主
一
門
、
喜
多
見
重
恒
は
普
請
奉
行
で
あ
る
。
荒
木
元
政

は
御
使
役
で
、
御
馬
買
衆
と
し
て
何
度
か
盛
岡
に
下
向
し
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う８
。
こ
う
し
た
客
層
を
見
る
と
、
目
上
の
大
名
の
饗
応
を
よ
り
円
滑
に
す

る
た
め
に
、
比
較
的
南
部
家
と
親
密
な
大
名
や
旗
本
が
同
時
に
招
待
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
宴
席
で
接
待
役
を
勤
め
、
場
合
に

よ
っ
て
は
謡
や
能
の
手
配
を
す
る
の
が
、
幕
府
の
内
情
に
通
じ
た
芸
能
者
た

る
中
桐
兵
三
郎
の
役
割
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
は
、
本
所
で
の
金
剛
大
夫
（
元
信
）
勧
進
能
を
藩
主
達
が
見
物

す
る
手
配
と
し
て
、
二
月
二
十
一
日
に
大
名
衆
の
桟
敷
書
付
を
南
部
家
へ
届

け
、
閏
二
月
十
六
日
に
芝
居
二
畳
分
の
立
て
替
え
代
金
二
両
を
受
け
取
り
、

南
部
重
信
と
行
信
が
勧
進
能
見
物
に
出
掛
け
て
い
る
。
三
月
二
十
八
日
に
は

中
桐
兵
三
郎
邸
で
南
部
重
信
と
行
信
を
招
い
た
御
振
舞
が
あ
り
、
藩
主
か
ら

銀
子
二
十
枚
と
白
鳥
が
遣
わ
さ
れ
、
別
の
日
に
は
大
小
鼓
の
筒
や
革
の
手
配

を
し
て
い
る
（
二
月
五
日
・
同
七
日
・
七
月
十
五
日
・
十
一
月
十
五
日
）。

　

ま
た
南
部
藩
と
の
親
密
な
間
柄
を
思
わ
せ
る
の
が
、
盛
岡
城
で
の
家
老
執

務
日
誌
『
雑
書９
』
の
寛
文
八
年
九
月
十
日
条
に
「
一
、
江
戸
ヘ
中
桐
兵
三
郎

帰
上
候
付
、
塩
鶴
一
羽
、
銀
子
十
枚
分
二
、
金
子
七
両
弐
歩
、
塩
鴈
五
羽
、

塩
鮭
五
尺
被
遣
。
御
使
高
橋
九
右
衛
門
。
右
之
外
、
御
奥
様
よ
り
銀
子
五
枚
、

塩
鴈
三
羽
、
兵
三
郎
ニ
被
下
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
三
郎
が
盛
岡
へ
下
向

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
へ
帰
る
と
き
の
も
の
で
、
盛
岡
に
到
着

し
た
と
き
や
滞
在
中
の
記
録
は
『
雑
書
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
将
軍
専

属
の
役
者
が
長
期
間
盛
岡
に
滞
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
上
、
九
月
一
日
に

若
殿
様
南
部
行
信
が
下
向
し
た
翌
日
か
ら
急
に
座
敷
舞
台
の
造
営
が
始
ま
り

演
能
が
相
次
ぐ
こ
と
を
考
え
る
と
、
行
信
と
と
も
に
盛
岡
へ
下
っ
て
座
敷
舞

台
造
営
の
監
督
を
し
、
完
成
を
見
届
け
て
江
戸
へ
帰
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
。
単
な
る
小
鼓
役
者
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
高
額
な
餞
別
を
賜
っ
て
い
る
の

も
、
将
軍
扶
持
の
役
者
で
大
切
な
客
だ
っ
た
明
証
と
言
え
よ
う
。
翌
年
以
降

は
盛
岡
へ
下
っ
た
記
録
が
な
く
、
こ
の
と
き
の
訪
問
は
特
別
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

な
お
中
桐
兵
三
郎
と
同
様
の
役
は
加
賀
藩
に
も
存
在
し
た
ら
し
く
、「
触

頭
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「『
大
鼓
金
春
流
』
考
（
中
）」（『
能
楽
研
究
』
平
13
・

３
、
52
頁
）
に
お
い
て
表
章
氏
は
、
金
春
座
大
鼓
方
金
春
三
郎
右
衛
門
が
文
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化
九
年
正
月
に
加
賀
藩
の
触
頭
を
罷
免
さ
れ
た
記
事
を
『
政
隣
記
』
か
ら
紹

介
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

加
賀
藩
の
「
触
頭
」
が
ど
ん
な
職
務
な
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、（
中
略
）

そ
の
名
は
、
江
戸
幕
府
が
幕
府
と
能
役
者
と
の
連
絡
役
と
し
て
江
戸
初

期
に
設
置
し
た
「
触
流
し
」
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。
三
郎
右
衛
門
が

金
春
座
に
所
属
し
た
ま
ま
加
賀
藩
の
江
戸
で
の
能
に
も
出
仕
す
る
、
非

専
属
な
が
ら
前
田
家
と
縁
の
深
い
役
者
だ
っ
た
こ
と
や
、
歴
代
の
三
郎

右
衛
門
が
実
際
に
果
た
し
た
仕
事
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
加
賀
藩
と
江

戸
の
能
役
者
（
幕
府
扶
持
の
役
者
）
と
の
連
絡
窓
口
的
な
役
割
を
担
当
し

て
い
た
の
が
「
触
頭
」
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
和
三
年
と
文
化
九
年
で
は
時
間
の
開
き
が
あ
る
も
の
の
、
中
桐
兵
三
郎

（
新
右
衛
門
）
と
金
春
三
郎
右
衛
門
の
果
た
し
た
役
割
は
ほ
ぼ
同
じ
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
南
部
藩
に
は
、
近
世
前
期
か
ら
藩
の
要
請
を
一
括
し
て
役
者

達
に
伝
え
る
連
絡
窓
口
的
な
役
割
の
人
間
が
い
た
の
で
あ
り
、
幕
府
の
触
流

し
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
て
興
味
深
い
。

五　

地
謡
の
歩
行

　

次
に
幕
府
お
抱
え
役
者
か
ら
目
を
転
じ
て
、
藩
内
の
役
者
に
つ
い
て
考
え

た
い
。
南
部
藩
で
天
和
年
間
に
入
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
地
謡
之
歩
行
」

と
い
う
職
が
確
立
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
地
謡
の
歩
行
と
は
、
能
役
者
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
藩
士
た
ち
の
職
名

で
、
便
宜
的
に
御
徒
組
へ
組
み
入
れ
ら
れ
て
こ
の
よ
う
な
名
前
に
な
っ
た
ら

し
い
。
加
賀
藩
の
御
細
工
所
の
能
役
者
兼
任
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
他

に
類
例
が
無
く
、
加
賀
藩
独
自
の
制
度
と
考
え
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
地
謡

の
歩
行
は
き
わ
め
て
特
徴
的
な
制
度
で
あ
る
。
家
老
席
日
誌
『
雑
書
』
に
お

け
る
地
謡
の
歩
行
の
初
出
は
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
十
二
月
二
十
四
日

条
で
あ
る
。

一
、
御
歩
行
頭
、
米
内
孫
兵
衛
・
山
本
嘉
右
衛
門
・
田
鍍
次
郎
太
夫
・

佐
藤
甚
之
丞
へ
、
今
日
於　

御
本
丸
、
田
代
甚
五
右
衛
門
・
松
井
作
太

夫
を
以
被　

仰
渡
候
ハ
、
今
度
、
浅
石
文
右
衛
門
預
御
歩
行
、
戸
来
清

左
衛
門
・
浅
水
小
右
衛
門
儀
、
び
い
ど
ろ
屋
勘
左
衛
門
を
切
候
首
尾
不

届　

思
召
、
清
左
衛
門
・
小
右
衛
門
截
罪
被　

仰
付
候
。
文
右
衛
門
義

と
、
御
預
被
成
候
御
歩
行
之
者
、
今
度
も
不
義
仕
、
去
年
は
勘
兵
衛
不

義
仕
候
。
ヶ
様
ニ
打
続
組
之
者
不
届
為
仕
候
事
、
常
々
申
付
悪
敷
と
思

召
、
文
右
衛
門
ハ
組
御
取
上
、
逼
蜜（
塞
）。
御
歩
行
之
者
共
、
右
之
通
不
義

無
之
様
ニ
無
弓（
油
）断　

急
度
可
申
渡
由
被　

仰
付
之
。
甚
之
丞
義
ハ
、
若

殿
様
よ
り
地
謡
之
御
歩
行
御
預
被
成
候
。
謡
計
之
事
と
不
存
、
不
断
不

作
法
無
之
様
ニ
、
与（

組
）之

御
歩
行
之
者
共
ニ
可
申
付
由
、
被　

仰
渡
之
。

　

浅
石
文
右
衛
門
率
い
る
御
歩
行
組
の
者
が
度
重
な
り
非
行
を
し
た
の
で
、

犯
人
斬
罪
の
上
、
文
右
衛
門
は
御
歩
行
頭
の
職
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
逼
塞
を

命
じ
ら
れ
た
。
他
の
御
歩
行
頭
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
油
断
な
く

指
導
せ
よ
と
の
仰
せ
で
あ
る
。
特
に
佐
藤
甚
之
丞
は
、（
他
の
御
徒
頭
と
異
な

り
）
若（
南
部
行
信
）

殿
様
か
ら
「
地
謡
の
歩
行
」
の
監
督
を
任
さ
れ
て
い
る
が
、
謡
ば
か

り
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
不
作
法
な
振
舞
を
し
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
よ
う

仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
か
ら
、
地
謡
の
歩
行
は
通
常
の
歩
行
と

同
じ
地
位
に
あ
る
が
、
特
に
藩
主
等
の
能
の
相
手
を
す
る
た
め
に
、
不
義
は

も
と
よ
り
礼
儀
作
法
ま
で
戒
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
役
割
は
謡
の
稽

古
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
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右
の
佐
藤
甚
之
丞
道
興
は
『
参
考
諸
家
系
図Ａ
』（
以
下
『
系
図
』
と
略
称
）

に
「
重
信
公
ノ
時
家
督
、
謡
曲
ヲ
能
ス
、
世
子
行
信
公
御
相
手
ヲ
勤
ム
」
と

あ
り
、
弟
の
藤
枝
宮
内
（
佐
藤
六
十
郎
）
も
行
信
の
小
姓
と
し
て
頻
繁
に
能

を
舞
っ
て
い
る
。
二
人
の
父
親
に
能
を
得
意
と
し
た
形
跡
は
な
い
の
で
、
行

信
の
命
で
謡
曲
を
嗜
ん
だ
ら
し
い
。
興
味
深
い
の
は
『
系
図
』
簗
田
平
内
影

政
の
条
に
「
重
信
公
天
和
元
年
二
十
五
ニ
シ
テ
盛
岡
ヱ
出
、
謡
ヲ
佐
藤
甚
之

丞
ニ
学
フ
、
後
世
子
行
信
公
地
謡
御
徒
ニ
召
出
サ
レ
、
六
駄
二
人
扶
持
ヲ
賜

フＢ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
能
数
寄
に
も
か
か
わ
ら
ず
抱
え
大
夫
や
そ

の
他
の
扶
持
役
者
が
い
な
か
っ
た
ら
し
い
南
部
藩
で
は
、
藩
士
同
士
で
謡
曲

を
教
授
す
る
例
も
あ
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（
謡
曲
を
習
う
場
合
は
、

当
時
も
現
代
と
同
じ
よ
う
に
玄
人
に
弟
子
入
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
）。
地
謡
方
の
た
め
出
演
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
見
出
せ
た

の
は
元
禄
五
年
一
月
三
日
の
謡
初
の
番
組
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、『
雑
書
』
に
み
え
る
地
謡
之
歩
行
の
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
。

〔
天
和
三
年
一
月
二
日
〕
地
謡
御
従（

徒
）、

斗
内
久
左
衛
門
・
福
士
伝
左
衛

門
・
谷
地
孫
二
郎
・
兼
平
五
郎
兵
衛
・
栃
内
七
兵
衛
・
釜
石
久
右
衛
門
・

宮
伊
八
郎
・
晴
山
勘
右
衛
門
・
小
枝
指
金
助
・
伊
藤
清
左
衛
門
・
夏
井

吉
左
衛
門
・
太
田
十
助
・
一
方
井
孫
之
介
・
遠
藤
平
七
・
泉
山
江
介
・

柴
内
茂
右
衛
門
・
柴
内
伊
兵
衛
・
箱
石
儀
左
衛
門
・
工
藤
源
介
・
一
条

助
六
・
寄
木
源
五
郎
・
富
野
七
郎
介
・
平
原
半
之
尉
・
栃
内
七
之
丞
・

平
舘
与
平
二
・
工
藤
平
右
衛
門
・
江
釣
子
角
之
介
・
照
井
甚
介
・
岩
根

茂
伝
二
・
高
橋
甚
右
衛
門
・
岩
根
千
之
尉
・
鈴
木
長
介
／
右
二
人
組
、

何
も
御
流
御
熨
計（
斗
）被
下
、
自
今　

若
殿
様
ヘ
ハ
御
目
見
之
筈
也
。
但
小

切
米
子
共
御
礼
畢
、
始
テ
ノ
御
目
見
之
前
ニ
出
ル
。

〔
貞
享
元
年
八
月
五
日
〕
若
殿
様
よ
り
御
返
し
被
遊
候
謡
御
歩
行
六

人
、
御
徒
頭
組
へ
割
込
候
得
と
被　

仰
付
、
米
内
孫
兵
衛
組
へ
伊
藤
清

右
衛
門
・
宮
伊
八
郎
、
田
鎖
次
郎
太
夫
組
へ
晴
山
勘
右
衛
門
、
山
本
加

右
衛
門
組
へ
谷
地
孫
二
郎
・
夏
井
吉
右
衛
門
、
吉
嶋
小
左
衛
門
組
へ
釜

石
久
右
衛
門
割
込
、
御
徒
頭
中
へ
御
目
付
野
村
加
左
衛
門
触
状
を
以
申

渡
ス
。

〔
貞
享
四
年
一
月
二
十
四
日
〕
地
謡
歩
行
柴
内
茂
右
衛
門
・
岩
根
茂
伝

二
・
遠
藤
平
七
・
工
藤
平
右
衛
門
・
一
方
井
孫
六
・
箱
石
儀
左
衛
門
・

築
田
平
内
・
高
屋
二
郎
左
衛
門
・
富
野
甚
五
平
・
久
慈
喜
兵
衛
・
北
田

又
八
、
江
戸
御
供
被
仰
付
之
。

〔
元
禄
三
年
七
月
二
十
七
日
〕
工
藤
三
郎
左
衛
門
・
一
条
忠
右
衛
門
儀

段
々
年
寄
候
付
、
地
謡
御
免
、
三
郎
左
衛
門
ハ
藤
田
太
左
衛
門
組
、
忠

右
衛
門
ハ
米
内
半
太
夫
組
へ
御
入
被
成
也
。
／
三
上
善
六
地
謡
ニ
被　

召
出
之
。

〔
元
禄
五
年
十
一
月
十
日
〕
地
謡
御
歩
行
川
口
次
郎
助
・
柴
内
伊
兵
衛
、

先
年
よ
り
廻
役
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
従
江
戸
被　

仰
越
廻
役
御
免
、

御
目
付
大
槻
八
郎
兵
衛
申
渡
之
。

〔
元
禄
十
年
閏
二
月
七
日
〕
御
歩
行
目
付
長
沢
安
左
衛
門
儀
、
於
江
戸

地
謡
両
様
之
御
役
相
勤
可
申
由
。

〔
元
禄
十
一
年
十
二
月
五
日
〕
柴
内
茂
右
衛
門
・
栃
内
武
右
衛
門
地
謡

役
御
免
被
成
候
間
、
相
応
之
御
用
可
申
付
由
、
宮
内
ヲ
以
被　

仰
出
、

御
目
付
鴨
沢
十
兵
衛
右
両
人
へ
申
渡
ス
。

〔
元
禄
十
五
年
五
月
二
十
日
〕
柴
内
茂
太
夫
今
度
被
召
出
地
謡
被　

仰
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付
、
山
田
兵
太
夫
預
リ
御
徒
被　

仰
付
。
／
小
田
代
又
助
・
平
館
与
平

次
・
柴
内
伊
兵
衛
・
江
釣
子
新
十
郎
・
八
木
沢
与
五
右
衛
門
儀
、
御
能

役
御
免
被　

仰
出
。

〔
元
禄
十
五
年
閏
八
月
十
日
〕
地
謡
御
歩
行
、
大
須
賀
久
兵
衛
預
白
岩

左
太
夫
、
地
謡
御
免
。
本
組
へ
御
入
被
成
由
、
中
河
原
判
平
申
渡
之
。

〔
元
禄
十
六
年
一
月
二
十
五
日
〕
厨
川
新
介
組
付
御
免
、
跡
切
田
清
八

預
地
謡
之
内
、
金
田
一
弥
次
介
御
入
、
大
須
ヶ
久
兵
衛
支
配
依
被
仰
付
、

本
証
文
新
御
蔵
宛
所
ニ
て
相
出
。

〔
元
禄
十
六
年
三
月
二
十
八
日
〕
目
時
太
郎
介
・
一
方
井
吉
之
尉
、
山

田
兵
太
夫
預
御
徒
、
久
慈
弥
七
郎
・
柴
内
茂
太
夫
、
切
田
清
八
預
御
歩

行
、
小
原
新
五
郎
、
地
謡
被
仰
付
、
江
戸
へ
可
罷
登
旨
、
御
目
付
野
田

利
兵
衛
申
渡
。

　

こ
の
職
務
は
第
五
代
藩
主
南
部
行
信
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
よ
う
で
、
波
線

部
や
「
若
殿
様
よ
り
地
謡
之
御
歩
行
御
預
被
成
候
」（
天
和
元
年
十
二
月
二
十

四
日
）
な
ど
、
行
信
が
家
督
を
継
ぐ
以
前
か
ら
そ
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
世
襲
の
職
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、『
雑
書
』
の
天
和
二
年
十
一
月

二
十
日
条
に
「
今
日
初
心
稽
古
之
者
共
御
能
被
仰
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
初

心
者
が
こ
の
役
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
元
禄
七
年
七
月
二
十
四
日

条
の
「
当
春
桜
庭
十
郎
右
衛
門
召
連
候
瀬
川
久
太
郎
儀
、
御
能
笛
相
勤
、
先

頃
御
舞
台
へ
も
出
候
付
、
地
謡
御
中
小
姓
並
御
扶
持
切
米
為
取
候
様
ニ
と
御

意
之
旨
…
」
の
よ
う
に
笛
等
に
秀
で
た
者
が
新
た
に
召
し
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。『
系
図
』
に
よ
る
と
、
俸
禄
は
通
常
の
御
徒
と
同
じ
六
駄
二
人
扶

持
で
あ
る
。
参
勤
交
代
に
も
必
ず
数
名
の
地
謡
之
歩
行
が
お
供
を
し
て
お

り
、
元
禄
四
年
二
月
二
十
九
日
条
に
「
地
謡
御
歩
行
、
柴
内
茂
右
衛
門
・
簗

田
平
内
・
北
田
又
八
・
岩
根
専
右
衛
門
・
一
方
井
孫
六
・
富
野
甚
五
平
・
久

慈
喜
兵
衛
・
照
井
七
右
衛
門
、
右
八
人
毎
年
御
供
就
被　

仰
付
候
為
御
褒
美

御
金
壱
歩
充
被
下
之
（
下
略
）」
と
あ
る
か
ら
、
同
じ
役
の
中
で
も
特
に
藩

主
に
気
に
入
ら
れ
た
者
が
お
り
、
江
戸
で
稽
古
の
相
手
を
し
た
よ
う
で
あ

る
。

　
『
系
図
』
の
記
述
で
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
も
地
謡
の
歩
行
が
存
在

し
た
よ
う
だ
が
、『
雑
書
』
で
は
、
能
数
寄
の
南
部
行
信
が
元
禄
十
五
年
十

月
十
一
日
に
没
し
て
以
降
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
を
境
に
用
例
が
見

ら
れ
な
く
な
る
。
ど
う
や
ら
こ
れ
は
、
息
子
信
恩
が
家
督
を
継
い
で
財
政
再

建
政
策
に
着
手
し
た
際
、
事
実
上
藩
主
の
娯
楽
の
為
に
設
置
さ
れ
た
「
地
謡

之
歩
行
」
が
真
っ
先
に
槍
玉
に
挙
が
り
、
廃
止
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
地
謡

之
歩
行
は
、
南
部
藩
に
お
い
て
も
将
軍
周
辺
に
お
い
て
も
能
楽
が
前
代
未
聞

の
活
況
を
呈
し
た
元
禄
期
に
、
一
時
的
に
作
ら
れ
た
特
徴
あ
る
役
職
な
の
で

あ
る
。

六　

弱
法
師
の
上
演

　

最
後
に
興
味
深
い
演
能
記
録
を
紹
介
し
て
お
く
。
そ
れ
は
『
雑
書
』
延
宝

四
年
（
一
六
七
六
）
十
二
月
二
十
九
日
条
の
「
一
、
於
御
敷
舞
台
御
能
被
遊
。

嵐
山
、
経
政
、
陽（
楊
）貴
妃
、
三
輪
、
よ
ろ
ほ
し
、
祝
言
、
右
六
番
午
ノ
刻
ヨ
リ

申
ノ
刻
迄
」
で
あ
る
。
弱
法
師
は
世
阿
弥
の
嫡
男
で
永
享
四
年
に
夭
折
し
た

十
郎
元
雅
の
手
に
な
る
作
品
で
、
そ
の
没
後
か
ら
江
戸
前
期
ま
で
は
、
謡
本

の
み
が
か
ろ
う
じ
て
伝
存
し
た
も
の
の
ほ
ぼ
演
能
は
途
絶
え
、
稀
曲
好
き
の

徳
川
綱
吉
時
代
に
復
曲
さ
れ
て
今
日
に
到
っ
た
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
っ
た

（
岩
波
講
座
『
能
・
狂
言
Ⅰ
』
118
頁
）。
ま
た
こ
れ
ま
で
復
活
後
の
上
演
記
録
の
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上
限
は
、
伊
達
藩
邸
に
お
け
る
貞
享
元
年
四
月
二
十
九
日
と
さ
れ
て
い
た

（
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
能
組
囃
子
付
等
』）。
延
宝
四
年
の
上
演
は
こ
れ

よ
り
八
年
早
く
、
綱
吉
が
将
軍
に
就
任
す
る
延
宝
九
年
に
先
行
す
る
。
南
部

藩
士
が
復
活
さ
せ
た
と
考
え
る
よ
り
、
江
戸
で
習
っ
た
も
の
を
国
元
で
上
演

し
た
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
、
そ
う
な
る
と
弱
法
師
の
復
曲
は
家
綱
時
代

で
あ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。
詳
し
く
は
他
資
料
を
含
め
た
綿
密
な
調
査
が

必
要
で
あ
ろ
う
が
、
弱
法
師
の
上
演
史
を
考
え
る
上
で
の
重
要
資
料
と
評
価

で
き
る
。
な
お
西
野
春
雄
氏
が
「
弱
法
師
の
新
出
異
本
」（『
宝
生
』
平
４
・
３
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
南
部
家
の
支
藩
八
戸
南
部
家
旧
蔵
本
〈
弱
法
師
〉
と

の
関
連
も
注
意
さ
れ
る
が
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。

お
わ
り
に

　

地
方
諸
藩
の
能
楽
史
研
究
は
、
個
々
に
お
い
て
は
限
定
的
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
集
積
に
よ
り
近
世
能
楽
の
全
国
的
動
態
が
俯
瞰
で

き
る
し
、
幕
府
関
係
資
料
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
情
報
を
見
い
だ
す
こ
と
も

多
い
。
盛
岡
以
外
の
諸
藩
の
能
に
つ
い
て
も
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

　
〔
後
記
〕
本
稿
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
の
御
厚
意
を
賜
っ
た
。
ま
た
『
近
世
能
役
者
研
究
の
基
礎
資

料
─
翻
印
四
十
種
と
総
合
名
鑑
二
種
─
』（
科
学
研
究
費
課
題
名
「
近
世
以
前
の

能
役
者
の
総
合
的
研
究
」
代
表
表
章
氏
）
に
助
け
ら
れ
た
点
が
多
い
。
な
お
本
稿

は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
演
劇
の
総
合

的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
１
）　
『
御
在
府
留
』
は
、
文
政
十
二
年
以
降
の
記
録
が
『
南
部
藩
能
楽
史
』
に
典
拠

を
示
さ
ず
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
事
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）　

表
章
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』（
平
６
、
平
凡
社
）。

（
３
）　

表
章
『
観
世
流
史
参
究
』（
平
20
、
桧
書
店
）
276
頁
。

（
４
）　

両
名
の
名
は
ツ
レ
と
子
方
と
し
て
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
『
明
暦
三
年
能
役

者
付
』
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
所
収
『
薪

能
番
組
』
は
神0

部
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
服0

部
で
あ
ろ
う
。『
明
暦
三
年
能
役

者
付
』『
武
鑑
』
と
も
に
服
部
十
三
郎
と
あ
る
。

（
５
）　

坂
本
雪
鳥
編
『
能
楽
史
料
』
第
二
編
（
昭
８
、
わ
ん
や
書
店
）
所
収
。

（
６
）　

深
井
雅
海
・
藤
実
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
集
成
』（
平
８
、
東
洋

書
林
）
所
収
。

（
７
）　

貞
享
二
年
か
ら
元
禄
四
年
ま
で
は
中
村
新
右
衛
門
と
あ
る
が
、
誤
刻
で
あ
ろ

う
。

（
８
）　

細
井
計
他
「
公
儀
御
馬
買
衆
と
盛
岡
藩
」（『
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』

平
14
・
２
）。

（
９
）　

盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
。
引
用
は
同
館
発
行
の
活
字
本
に
よ
る
。

（
10
）　

藩
主
の
命
に
応
じ
て
星
川
正
甫
が
文
久
元
年
に
編
纂
し
、
藩
に
献
上
し
た
南

部
藩
士
諸
家
の
系
図
。
前
沢
隆
重
他
編
『
南
部
藩
参
考
諸
家
系
図
』（
昭
59
、

国
書
刊
行
会
）
の
翻
刻
が
あ
る
。

（
11
）　

一
駄
は
重
信
の
給
与
制
度
改
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
単
位
で
、
六
駄
二
人
扶

持
は
二
十
四
石
と
同
格
。


